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課題： なぜアジアでの民族運動が活発になったのか？ 

 

 

7. アジアの民族運動 

 (1) 中国での運動 

  ① 二十一か条の要求 (1915年) ※第一次世界大戦中 

   …日本は、中国での権益拡大を求め、中国政府に大部分を認めさせる 

   Q.なぜ日本は中国での権益拡大を求めることができたのか？ 

   ☞                                                      

   ⇒中国の強い反発 

  ② 五・四運動(1919年 5月 1日) 

   …パリ講和会議で中国の要求が拒否される 

   ⇒反日・反帝国主義が強まる 

 

 (2) 朝鮮半島での運動 

  ・三・一独立運動(1919年 3月 1日) 

   …日本の植民地支配→「民族自決」の考え方 

   ⇒朝鮮総督府が武力で鎮圧 

 

 (3) インドの民族運動 

  …○に植民地支配されていたインド 

           ↓ 

   「第一次世界大戦に協力したら、独立を認める」 

           ↓協力 

       約束を守ってもらえず… 

  ⇒ガンディーの「非暴力・不服従」の抵抗運動…「塩の行進」 

 

 

【取り組み方】 

・(1) ①の☞にあてはまる文章を入れよう 

・(3) の○に当てはまる列強の国名を漢字一字で入れよう 

・ヒントをもとに、課題に対するまとめを書いてみよう 

 

まとめ： 

ヒント 植民地などとなっていた地域の人々が「立ち上がろう！」と考えた背景には何があるか？ 

                                                             ☞出来事や考え方 


